
カトリック大名町教会ニュース

ゆるしの秘蹟：希望される方は、司祭に直接ご相談ください。（毎週土曜日　10 時～ 11 時半）

福岡教区年間目標：互いに支え合う交わりの教会となる

大名町教会年間テーマ：出向いて行く教会となる！
                                  Becoming a Church of outreach

　

１
月
の
新
年
会
の
挨
拶
で
最
近
い
つ
も
心

に
あ
る
言
葉
が
「
多
様
性
の
一
致
」
で
あ
る

こ
と
を
お
話
し
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
考

え
方
や
行
い
の
違
い
を
ど
ち
ら
が
正
し
い
か

と
争
う
の
で
は
な
く
、
違
い
を
尊
重
し
な
が

ら
一
致
で
き
る
こ
と
は
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ

う
と
い
う
意
味
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
で
は
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
か

ら
こ
の
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
他
の
諸
宗
教

や
他
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
派
に
対
し
て
、
互
い

に
自
分
の
宗
教
の
優
位
性
を
主
張
し
宗
教
論

争
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
宗
教
戦
争

に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
第
二
バ

チ
カ
ン
公
会
議
か
ら
は
諸
宗
教
と
の
対
話
、

キ
リ
ス
ト
教
一
致
運
動
が
始
ま
り
、
互
い
を

尊
重
し
、
平
和
や
人
権
擁
護
の
活
動
で
一
緒

に
歩
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
多
様
性
の
一
致
」
を
身
近
な
例
で
考
え

ま
す
。
ま
ず
、
司
祭
館
の
中
に
も
そ
れ
が
必

要
で
す
。
日
本
人
と
韓
国
人
、
ベ
ト
ナ
ム
人

の
司
祭
が
共
同
生
活
し
て
い
ま
す
。
生
活
習

慣
や
食
生
活
の
違
い
を
互
い
に
尊
重
し
な
が

ら
、
心
を
一
致
し
て
宣
教
司
牧
活
動
に
励
ん

で
い
ま
す
。
次
に
、
教
会
の
中
に
も
そ
れ
が

必
要
で
す
。
ミ
サ
は
日
本
語
ミ
サ
、
ベ
ト
ナ

ム
語
ミ
サ
、
英
語
ミ
サ
で
様
々
な
国
の
人
た

ち
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
時
間
帯
で
住
み
分

け
て
い
ま
す
が
、
交
流
す
る
必
要
も
あ
り
ま

す
。
最
後
に
、
教
会
共
同
体
の
中
に
も
そ
れ

が
必
要
で
す
。
一
人
ひ
と
り
考
え
方
の
違
い

が
あ
る
の
は
当
た
り
前
で
す
。
互
い
の
意
見

を
尊
重
し
な
が
ら
、
結
論
が
決
ま
っ
た
な
ら

一
致
協
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

大
名
町
教
会
主
任　

ヨ
セ
フ　

中
村
彰
神
父

◆１４日（水）灰の水曜日（大斎・小斎）
　ミサ：10 時。　19 時。
◆１８日（日）四旬節第 1主日
　・９時半ミサの中で洗礼志願式
　・シノドス的実践ー学習会
　　９時半ミサ後　　テーマ：「参加」
◆２３日（金・祭日）
　講演会：「江戸の大殉教から４００周年」
　主　催：教区信徒使徒職協議会
　テーマ：殉教者たちのキリストへの愛
　　　　　の証を学ぶ
　・13 時～ 15 時　講演会
　・15 時 30 分～ 16 時 30 分　感謝ミサ
　＊講師：古巣 馨 神父 (長崎大司教区）
◆四旬節黙想会　指導司祭：古巣 馨 神父
　・２４日（土）
　　　10 時：講話　19 時：ミサと講話
　・２５日（日）  ９時半ミサ後　講話

２月のお知らせ

２月　四 旬 節
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２

〔ミサ時間〕主日：７時・９時 30 分／ベトナム語（第 2・第 4 日曜日）：14 時／英語：16 時

   〔ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ〕http://www.daimyomachi-c.or.jp/                     

   〒 810-0041　福岡市中央区大名２- ７- ７〔巡〕能古島カトリック教会　ミサ（土）18 時

   ℡：092-741-3687   Fax:741-5107　　　　　　〒 819-0012　西区能古弁当 1621-12
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＊
成
人
祝
福
式 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

＊
新
成
人
・
新
年 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

１
月
７
日
（
主
の
公
現
）
に
、
大
名
町
教
会

　
　

 

共
同
体
み
ん
な
で
お
祝
い
い
た
し
ま
し
た
。

多
様
性
の
一
致

◆キリスト教入門講座
　日程 :（毎週木曜日） 10 時・19 時
◆聖書の分かち合い
　日程 :（毎週木曜日） 14 時

ジョン神父

の勉強会

貴方の洗礼の日を思い起こし、これからも主の道を歩んでください！
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                    　　　カトリック大名町教会ニュース  

。

2024 年成人の祝いと大名町教会共同体の新年会　1月 7日（主の公現）

　

は
じ
め
の
祈
り
、
中
村
神
父
様

の
乾
杯
で
始
ま
っ
た
２
０
２
４
年

大
名
町
教
会
共
同
体
の
「
新
成
人

と
新
年
の
祝
い
」。

　

先
輩
、
後
輩
か
ら
の
エ
ー
ル
に

応
え
る
井
上
蔵
人
新
成
人
に
会
場

も
拍
手
で
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

今
年
の
抱
負
を
、
青
年
会
の
荒

牧
さ
ん
「
神
様
と
イ
エ
ス
様
が
共

に
い
て
く
だ
さ
る
。
夢
を
追
い
ま

し
ょ
う
」。
女
性
代
表
と
し
て
横

田
さ
ん
「
大
変
な
災
害
が
起
き
た

ら
ど
う
す
る
か
。
自
分
を
客
観
的

に
見
る
こ
と
。
み
な
さ
ん
健
康

で
」。
男
性
代
表
と
し
て
ヨ
ゼ
フ

会
の
目
良
さ
ん
「
楽
し
い
教
会
に

し
よ
う
。
知
恵
を
出
し
合
お
う
」

と
そ
れ
ぞ
れ
語
っ
た
。

　

教
会
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の

新
年
の
歌
。
ち
ょ
っ
と
先
輩
、
う

ん
と
先
輩
の
ヨ
ゼ
フ
会
が
勢
ぞ
ろ

い
し
て
の
祝
い
の
合
唱
で
会
場
は

一
つ
に
。
う
～
ん
と
後
輩
の
豊
嶋

泰
知
君
（
４
歳
）
が
た
た
く
シ
ン

バ
ル
中
心
に
ス
テ
ー
ジ
の
「
歌
う

家
族
」
に
歓
声
。
チ
ュ
エ
ン
神
父

様
の
に
こ
に
こ
と
多
く
の
人
た
ち

と
歓
談
、
歌
に
拍
手
さ
れ
て
い
る

姿
。
ご
高
齢
の
方
々
の
笑
顔
。
み

ん
な
の
間
を
エ
プ
ロ
ン
姿
も
美
し

く
奉
仕
す
る
方
々
。

　

朝
早
く
に
は
、
準
備
の
た
め
に

厨
房
や
講
堂
に
集
ま
っ
た
人
々
の

喜
び
に
満
ち
た
笑
顔
が
あ
っ
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
多
く
の
人
々
が
集

ま
っ
て
の
お
祝
い
の
集
い
に
、
笑

顔
の
挨
拶
、
お
し
ゃ
べ
り
が
あ
っ

た
。「
楽
し
い
」「
う
れ
し
い
」
の

多
く
の
声
が
あ
っ
た
。令
和
６
年
、

大
名
町
教
会
共
同
体
は
笑
顔
で
一

つ
に
な
っ
て
出
発
し
ま
し
た
。

「３６５日の紙飛行機」　 歌う家族

「大切にしよう。聴く
こと」。吉田俊雄会長

お
め
で
と
う
！　
　

　
　

井
上 

蔵
人 

さ
ん恩師の大濠聖母幼稚園の綿貫園長からお祝いの言葉

力づよく、新年の抱負を語る３人

　４年ぶりの祝賀会。

お祝いの言葉、今年の

抱負、みんなで歌う、

そして笑顔。「互いに

支え合う、交わりの教

会となるために」出発

しました。神に感謝！

*「恵みの年となるように」アベ 
　イヤ司教さま。
*「いろいろな考えがあるけど尊
　重しよう」中村神父さま。
* ミュージカル「ノートルダム・
　ド・パリ」を一人で３部合唱、
　４部合唱の動画配信されたジ
　ョン神父様。

（横田小夜子さん）（目良 豊さん）（荒牧 結花さん）

朝早くから、厨房で笑顔の奉仕

後輩たちに、静かにエール！
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カトリック大名町教会ニュース
　

昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
世
界
代
表
司
教
会

議
（
シ
ノ
ド
ス
）
第
16
回
通
常
総
会
の
テ
ー
マ

は
「
共
に
歩
む
た
め
に
―
交
わ
り
、
参
加
、

そ
し
て
宣
教
」
で
し
た
。

  

そ
の
時
出
さ
れ
た
「
神
の
民
へ
の
手
紙
」

に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
教

皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
二
年
前
に
要
請
し
た

よ
う
に
、
耳
を
傾
け
識
別
す
る
、
長
い
歩

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
す
べ
て

の
神
の
民
に
開
か
れ
、
誰
一
人
排
除
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
聖
霊
の
導
き
の
も
と
、
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
従
う
宣
教
す
る
弟
子

と
し
て
『
と
も
に
旅
す
る
』
こ
と
へ
と
向

か
う
歩
み
で
す
」。

　

今
年
の
福
岡
教
区
の
歩
み
は
「
互
い
に

支
え
合
う
交
わ
り
の
教
会
と
な
る
」
で
す

が
、
こ
れ
は
シ
ノ
ド
ス
の
テ
ー
マ
と
一
致

し
ま
す
。

　

世
界
の
全
教
会
が
目
指
す
、
こ
の
シ
ノ
ド
ス

的
教
会
と
し
て
成
長
す
る
た
め
に
、
わ
た
し
た

ち
の
小
教
区
も
具
体
的
な
歩
み
を
始
め
よ
う
、

と
企
画
し
た
の
が
今
回
の
学
習
会
で
す
。
１
月

は
『
交
わ
り
』、
２
月
『
参
加
』、
３
月
『
宣
教
』

と
い
う
テ
ー
マ
で
全
三
回
に
わ
た
っ
て
行
い
ま

す
。
毎
回
、
教
区
の
信
徒
養
成
チ
ー
ム
の
方
々

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

沈
黙
と
祈
り
の
の
ち
に
、
神
の
民
が
お
互
い

に
話
す
こ
と
ば
を
た
だ
受
け
取
る
分
か
ち
合
い

は
、
深
い
霊
的
な
交
わ
り
の
体
験
そ
の
も
の
な

の
だ
、
と
わ
か
り
ま
し
た
。　

　

こ
の
霊
的
な
体
験
を
味
わ
い
、
知
っ
た
こ
と

は
、
誰
一
人
排
除
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
は
ど

う
い
う
こ
と
か
、
と
考
え
る
た
め
に
具
体
的
な

ヒ
ン
ト
が
与
え
ら
れ
た
と
思
え
る
も
の
で
し

た
。　
　
　
　
　

（
パ
ウ
ロ　

吉
田　

俊
雄
）

シ
ノ
ド
ス
的
実
践
「
共
に
歩
む
教
会
」

―
交
わ
り
、
参
加
、
宣
教
に
つ
い
て
｜

　

大
名
町
教
会
で
第
一
回
目
「
交
わ
り
」
に
つ

い
て
の
分
か
ち
合
い
が
１
月
21
日
に
開
催
さ
れ

た
。

　

分
か
ち
合
い
で
は
、
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
役
割
・

態
度
が
重
要
で
あ
り
、
事

前
に
福
岡
教
区
の
信
仰
養

成
チ
ー
ム
で
信
徒
の
安
藤

智
子
さ
ん
か
ら
学
ぶ
機
会

を
設
定
し
て
も
ら
っ
た
。

当
日
は
、
聖
霊
の
働
き
を

求
め
て
祈
り
、
聖
歌
を
歌

い
、
大
山
悟
神
父
様
（
福

岡
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
）

の
ヨ
ハ
ネ
の
手
紙
１
章
１

～
４
「
私
た
ち
の
交
わ
り

は
御
父
と
御
子
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
と
の
交
わ
り
で
す
」
の
言
葉
に
耳
を

傾
け
た
。
そ
の
言
葉
を
43
名
の
参
加
者
が
６
～

８
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、分
か
ち
合
っ
た
。

他
の
人
が
語
る
言
葉
に
た
だ
耳
を
傾
け
る
こ
と

に
徹
し
、
二
周
目
に
は
、
一
周
目
の
分
か
ち
合

い
を
聞
い
て
気
づ
い
た
こ
と
や
自
分
の
心
の
動

き
を
分
か
ち
合
っ
た
。

　

他
の
人
の
感
想
や
思
い
を
聞
い
て
、
自
分
一

人
で
は
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
、
思
わ
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
を
、深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
会
が
終
了
し
た
後
、
あ
る
信
徒
か
ら
、

受
洗
前
は
勉
強
会
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
後

は
学
ぶ
機
会
が
な
く
不
安
だ
っ
た
、
続
け
て
ほ

し
い
と
の
意
見
を
聞
い
た
。　

  

み
こ
と
ば
を
分
か
ち
合
う 

…
交
わ
り

　

１
９
８
６
年
ご
ろ
か
ら
大

名
町
教
会
で
始
ま
っ
た
越
冬

炊
き
出
し
の
活
動
は
、
現
在

「
ス
ー
プ
の
会
」
と
し
て
継
続

さ
れ
、
活
動
も
広
範
囲
に
な

っ
た
。
２
、
３
月
２
週
目
ま
で

は
毎
週
金
曜
日
、
14
時
か
ら

調
理
、
20
時
30
分
か
ら
夜
回

り
を
し
て
調
理
し
た
も
の
を

配
っ
て
い
る
。「
あ
な
た
た

ち
は
私
が
飢
え
て
い
る
と
き

に
食
べ
さ
せ
、
の
ど
が
渇
い

て
い
た
時
に
飲
ま
せ
て
く
れ

た
。」（
マ
タ
イ
25
・
35
）」。

　

お
手
伝
い
し
て
頂
け
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。　

　

１
月
21
日
（
日
）、「
キ
リ
ス
ト
教
一
致
祈
祷

会
」
が
行
わ
れ
た
。
今
年
は
、
大
名
町
教
会
か

ら
５
０
０
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
日
本
基
督
教
団

中
部
教
会
で
行
わ
れ
、
共
同
司
式
者
と
し
て
中

村
彰
神
父
様
（
教
区
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
担
当
）

が
参
加
。
参
加
者
約
70
人
。
一
般
信
徒
席
に
は
、

ア
ベ
イ
ヤ
司
教
様
の
祈
ら
れ
る
姿
が
あ
っ
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、
西
ア
フ
リ
カ
の
ブ
ル
キ

ナ
フ
ァ
ソ
共
同
体

に
よ
っ
て
準
備
さ

れ
た
、
善
き
サ
マ

リ
ア
人
の
物
語
の

中
の
「
あ
な
た
の

神
で
あ
る
主
を
愛

し
な
さ
い
、
ま
た

隣
人
を
自
分
の
よ

う
に
愛
し
な
さ
い
」(

ル
カ
10.

27)

。

　

説
教
を
担
当
し
た
武
藤
謙
一
主
教
（
日
本
聖

公
会
首
座
・
九
州
教
区
主
教
）
は
、
こ
の
テ
ー

マ
を
受
け
て
「
教
会
は
宿
屋
で
す
。
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
教
皇
が
言
う
野
戦
病
院
で
す
。」と
。で
も
、

ど
の
教
派
の
教
会
に
も
信
徒
も
司
式
者
も
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
で
働
く
人
が
少
な

い
か
ら
と
理
由
を
つ
け
た
り
、
多
様
性
と
言
い

な
が
ら
も
、
自
分
と
は
違
う
と
い
う
恐
れ
、
自

己
中
心
、
不
安
が
、
受
け
入
れ
を
難
し
く
し
て

い
る
と
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、対
馬
の
厳
原（
長

崎
大
司
教
区
）
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
は
い
る

が
教
会
堂
が
な
く
、
月
に
２
回
の
ミ
サ
に
、
聖

公
会
の
教
会
を
お
使
い
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

  

キ
リ
ス
ト
の
愛
に
よ
っ
て
創
り
上
げ
ら
れ
た

カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
地
域
が
い

っ
し
ょ
に
祈
り
働
け
ば
、
福
岡
で
も
教
会
は
サ

マ
リ
ア
人
の
宿
屋
に
な
れ
る
で
し
ょ
う
と
語
っ

た
。
こ
の
日
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
が
始
ま
っ
て

い
る
感
動
を
覚
え
た
。

　

神
の
み
こ
と
ば
が
あ
り
、
愛
の
交
わ
り
が
あ

り
、一
致
の
希
望
を
味
わ
え
た
ひ
と
時
で
し
た
。

キ
リ
ス
ト
教
一
致
祈
祷
週
間

大
名
町
教
会
１
月
の
現
勢

12
月
25
日
か
ら
１
月
22
日

【
転
入
】
よ
う
こ
そ　

（
…
教
会
よ
り
）

・
マ
リ
ア　
　

佐
藤　

文
香
（
広
島
・
岡
山
）

・
ミ
カ
エ
ル　

濱
里　

学
（
東
京
・
三
軒
茶
屋
）

【
転
出
】
お
元
気
で　

（
…
教
会
へ
）

・
マ
リ
ア　
　

山
川　

陽
菜
（
福
岡
・
吉
塚
）

【
帰
天
】
永
遠
の
安
息
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

１
月
14
日

・
マ
リ
ア
・
ア
ス
ン
タ　

幸　

美
也
子

　

１
月
19
日

・
ク
ラ
ラ　
　

林　
　

松
子

　

１
月
22
日

・
マ
リ
ア　
　

廣
中　

禎
子

今
年
も
ス
ー
プ
の
会
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

　

集
ま
っ
た
２
２
８'

７
７
６
円
は
、

教
会
の
修
復
、
被
災
さ
れ
た
信
徒
の

方
々
の
た
め
に
、
被
災
地
当
該
教
区

の
名
古
屋
教
区
に
送
金
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 能登半島
地震緊急
支援募金
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                    　　　カトリック大名町教会ニュース  　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
月
14
日
）

◆　

議
題　

（
１
）
大
名
町
教
会
組
織
図
の
確
認
に
つ
い
て

・
大
名
町
教
会
の
活
動
の
実
態
を
組
織
図
的
に

　

整
理
し
て
き
た
が
現
状
を
示
す
組
織
図
が

　

承
認
さ
れ
た
。
教
会
の
奉
仕
活
動
の
活
性

　

化
を
図
る
た
め
に
掲
示
板
に
貼
り
出
し
て

　

奉
仕
活
動
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
。

（
２
）
２
０
２
４
年
度
予
算
編
成
の
評
議
会
で

　

の
審
議
の
進
め
方
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

　

い
て　
　
　
　

・
総
会
は
、
各
部
の
活
動
報
告
及
び
予
算
に
重

　

点
を
置
い
た
内
容
に
し
て
い
く
こ
と
と
し
、

　

総
会
資
料
の
作
成
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
化
し

　

て
、
帳
票
を
作
成
し
た
。

・
火
災
保
険
の
期
日
と
更
新
申
請
に
つ
い
て

　

教
会
の
火
災
保
険
は
更
新
時
期
が
到
来
し
、

　

現
行
と
同
様
（
５
年
掛
捨
て
）
の
プ
ラ
ン

　

で
更
新
す
る
。

・
地
震
保
険
金
額
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と

　

意
見
が
あ
り
、
確
認
す
る
事
に
な
っ
た
。

（
３
）
１
階
掲
示
板
へ
の
「
お
告
げ
の
祈
り
」

　

掲
示
に
つ
い
て　
　
　
　

・
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ス
の
鐘
が
鳴
る
12
時
に
、
教
会

　

に
い
る
人
は
「
お
告
げ
の
祈
り
」
を
一
緒

　

に
唱
え
、「
共
に
歩
む
教
会
」
を
実
践
し
、

　

交
わ
り
を
深
め
る
。

・
誰
も
が
参
加
出
来
る
様
に
、
掲
示
板
に
「
お

　

告
げ
の
祈
り
」
を
掲
示
す
る
。

（
４
）
そ
の
他　

能
登
半
島
地
震
に
対
す
る
支

　

援
に
つ
い
て

・
１
月
14
日
と
21
日
の
２
日
間
「
能
登
半
島
地

　

震
」
の
支
援
献
金
を
実
施
し
、
名
古
屋
教

　

区
に
送
る
。

◆　

報
告
事
項

（
１
）
各
部
活
動
報
告

①
大
掃
除
の
振
返
り
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

（
12
月
17
日　
　

美
化
部
）

・ 

人
数
は
50
名
超
の
方
が
参
加
さ
れ
た
。
１
階
、

　

２
階
、
３
階
の
担
当
割
振
り
の
あ
り
方
他

　

い
く
つ
か
の
改
善
テ
ー
マ
が
明
ら
か
に
な

　

っ
た
。
ま
た
、
毎
週
の
ミ
サ
後
の
掃
除
の

　

あ
り
方
に
つ
い
て
も
課
題
を
整
理
す
る
。

②
降
誕
祭
ミ
サ
の
振
返
り
に
つ
い
て

　
　
　

（
12
月
24
日
・
12
月
25
日　

典
礼
部
）

・
24
日
19
時
の
夜
半
の
ミ
サ
は
約
９
０
０
名
の

　

参
加
が
あ
っ
た
。
悪
天
候
の
た
め
ク
リ
ス

　

マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
は
急
遽
、
室
内
で
行
っ
た

　

が
、
非
常
に
和
や
か
な
雰
囲
気
の
降
誕
祭
と

　

な
っ
た
。
教
会
学
校
と
し
て
の
振
り
返
り
に

　

つ
い
て
も
報
告
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　

                

　

一
方
、
反
省
及
び
検
討
す
べ
き
点
も
あ
っ

　

た
の
で
今
後
に
生
か
す
た
め
課
題
の
整
理

　

を
行
っ
た
。　
　
　
　
　

③
教
会
ニ
ュ
ー
ス
の
現
在
の
課
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
広
報
部
）

・
教
会
ニ
ュ
ー
ス
の
編
集
上
の
課
題
が
報
告
さ

　

れ
、
他
教
会
の
教
会
ニ
ュ
ー
ス
の
サ
ン
プ

　

ル
を
示
し
、
あ
る
べ
き
教
会
ニ
ュ
ー
ス
の
か

　

た
ち
を
検
討
し
て
い
る
旨
説
明
が
あ
っ
た
。

④
立
て
看
板
、
掲
示
板
検
討
委
員
会
報
告　

　
　
　
　
　
　
　

（
12
月
３
日　
　

総
務
部
）

・
大
名
町
教
会
の
立
て
看
板
に
つ
き
引
き
続
き

　

検
討
中
で
あ
る
旨
、
進
捗
状
況
の
報
告
が

　

あ
っ
た
。

⑤
「
カ
ト
リ
ッ
ク
大
名
町
教
会
」
へ
の
名
称

　

統
一
に
つ
い
て　

（
12
月
13
日　

総
務
部
）

・「
大
名
町
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
」
と
の
併
用
を

　

や
め
て
「
カ
ト
リ
ッ
ク
大
名
町
教
会
」
に

　

名
称
を
統
一
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る

　

が
、
ま
だ
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
の
で
チ
ェ

　

ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
実
行
す
る
こ
と

　

と
し
た
。　
　
　

宣
教
司
牧
評
議
会

 

四
旬
節

新
た
な
生
に
向
け
て

　

四
旬
節
は
「
灰
の
水
曜
日
」
か
ら
聖
週
間
聖
木

曜
日
の
「
主
の
晩
さ
ん
の
夕
べ
の
ミ
サ
」
の
直
前

ま
で
の
約
40
日
間
で
、
今
年
は
今
月
14
日
（
水
）

か
ら
来
月
28
日
（
木
）
ま
で
で
す
。

　

四
旬
節
は
、
典
礼
暦
の
中
で
最
も
大
切
な
復
活

祭
を
準
備
す
る
た
め
の
期
間
で
す
。

　

ま
ず
、
復
活
祭
に
洗
礼
、
堅
信
、
聖
体
の
入
信

の
秘
跡
を
受
け
る
入
信
志
願
者
（
洗
礼
志
願
者
）

の
準
備
の
期
間
で
す
。
そ
れ
ま
で
福
音
を
学
び
共

に
祈
っ
て
き
た
求
道
者
は
、
四
旬
節
第
１
主
日
の

ミ
サ
の
中
で
、
神
の
呼
び
か
け
に
応
え
る
意
志
を

表
明
し
て
入
信
志
願
者
と
な
り
、
三
つ
の
秘
跡
へ

の
直
前
の
準
備
の
道
を
教
会
共
同
体
と
共
に
歩
み

始
め
ま
す
。
四
旬
節
第
３
、
第
４
、
第
５
主
日
に

は
「
清
め
と
照
ら
し
」
の
式
が
行
わ
れ
て
、
志
願

者
の
努
力
が
豊
か
な
実
を
結
ぶ
よ
う
祈
り
ま
す
。

　

す
で
に
洗
礼
を
受
け
て
い
る
信
者
は
、
入
信
志

願
者
と
歩
み
を
共
に
し
な
が
ら
、
洗
礼
の
恵
み
を

思
い
起
こ
し
て
復
活
祭
に
そ
な
え
ま
す
。
そ
の
恵

み
と
使
命
に
十
分
に
応
え
な
か
っ
た
こ
と
を
思
っ

て
回
心
に
努
め
ま
す
。

　

紫
色
の
祭
服
や
ア
レ
ル
ヤ
を
歌
わ
な
い
こ
と
、

大
斎
・
小
斎
を
守
る
（
灰
の
水
曜
日
と
聖
金
曜
日
。

聖
土
曜
日
も
勧
め
ら
れ
る
）は
そ
の
し
る
し
で
す
。

　

ま
た
、
四
旬
節
は
、
イ
エ
ス
の
愛
と
い
つ
く
し

み
の
深
さ
が
最
も
よ
く
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の

愛
に
な
ら
う
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　

「
復
活
徹
夜
祭
」
の
中
で
、
入
信
志
願
者
が
洗

礼
の
水
を
受
け
て
新
た
に
生
ま
れ
る
（
新
信
者
）

の
に
続
い
て
、
す
で
に
洗
礼
を
受
け
て
い
る
人
た

ち
も
聖
水
を
ふ
り
か
け
ら
れ
て
、
新
信
者
と
い
っ

し
ょ
に
、
主
と
共
に
復
活
し
て
新
た
な
歩
み
を
始

め
ま
す
。
四
旬
節
に
続
く
復
活
節
（
50
日
間
）
は

入
信
の
恵
み
を
味
わ
い
深
め
て
い
く
期
間
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

ミ
カ
エ
ル　

深
堀　

純

⑥
シ
ノ
ド
ス
的
実
践
「
共
に
歩
む
教
会
」
の

　

告
知
に
つ
い
て　

（
宣
教
部
）

・
１
月
21
日
「
共
に
歩
む
教
会
」
の
集
い
に
際

　

し
そ
の
目
的
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
準

　

備
状
況
の
報
告
が
あ
っ
た
。

⑦
２
月
24
日
、
25
日
四
旬
節
黙
想
会
に
つ
い

　

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
典
礼
部
）

・
古
巣
馨
神
父
様
を
招
い
て
行
う
四
旬
節
の
黙

　

想
会
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

⑧
司
祭
室
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
時
の
不
要
物
の

　

整
理
に
つ
い
て
の
提
案　
　
　

（
営
繕
部
）

・
２
月
13
日
か
ら
の
司
祭
室
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

の
実
施
時
に
、
床
材
、
壁
材
等
の
廃
棄
物

　

に
加
え
て
、
教
会
内
外
に
放
置
さ
れ
て
い

　

る
不
要
物
を
「
廃
棄
物
コ
ン
テ
ナ
」
を
設

　

置
し
て
整
理
す
る
こ
と
と
す
る
。

・「
鐘
楼
の
照
明
器
の
利
用
の
可
否
に
つ
い
て

　

確
認
作
業
」
＝ 

作
業
を
継
続
す
る
こ
と
。

・
自
家
用
電
気
工
作
物
の
月
次
点
検
結
果
。

・
故
障
修
理
状
況
に
つ
い
て
報
告
。

⑨
１
月
28
日
の
ふ
れ
あ
い
の
会
に
つ
い
て
概

　

要
の
報
告
が
あ
っ
た
。

・
講
和:

深
堀
伸
一
さ
ん
（
ス
ー
プ
の
会
代
表
）

⑩
新
年
会
＆
新
成
人
祝
賀
会
の
振
返
り
に
つ 

　

い
て　
　
　
　
　

（
１
月
７
日　

行
事
部
）

・
ジ
ョ
ン
神
父
様
、
ア
ベ
イ
ヤ
司
教
様
の
ビ
デ

　

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
り
、
非

　

常
に
盛
り
上
が
っ
た
。　
　
　
　

（
２
）
そ
の
他

①
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

　

テ
ィ
ー
よ
り
の
献
金
額

　
　
　

（
12
月
10
日
）　

￥111,550

②
ク
リ
ス
マ
ス
特
別
献
金
額

　
　
　

（
12
月
３
日
～
12
月
25
日
）
￥404,175

③
個
人
献
金
（
故
人
）

　
　
　

（
12
月
26
日
）　

  
￥1

,0
0
0
,0

0
0　
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